
広

島

術

学

会

活

動

報

一
九
九
七
年
七
月

i
一
九
九
八
年
六
月

左色
仁2

f圭r
~ 

V
平
成
九
年
七
月
十
九
日
(
土
)
・
二
十
日
(
日
)

第
十
一
回
総
会
・
大
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
し
た
。
初
日
は
例

年
の
ご
と
く
総
会
で
幕
開
け
。
平
成
八
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査

報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、
九
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が

提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
年
は
六
期
日
の
委
員
改
選
時
期
に
当
た
つ

て
い
る
の
で
、
候
補
者
案
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。

大
会
一
日
目
は
能
楽
の
特
集
。
若
者
の
古
典
芸
能
離
れ
が
説
か
れ
る
一
方
で
、

異
文
化
と
し
て
の
古
典
芸
術
へ
の
関
心
の
高
ま
り
ゃ
本
物
志
向
の
現
れ
と
し
て

の
古
典
芸
能
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
過
去
に
お
け
る
能

楽
の
あ
り
方
を
考
察
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
古
典
芸
術
と
し
て
の
能
の
楽
し
み

方
な
ど
に
つ
い
て
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
た
ち
に
よ
る
研
究
発
表
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

研
究
発
表
①
は
広
島
大
学
大
学
院
の
大
山
範
子
氏
に
よ
る
「
謡
曲
《
俊
成
忠

度
〉
考
|
|
作
品
構
想
と
そ
の
趣
向
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
。
続
い
て
、
福
岡
女
学

米

公

Fヲ

子

院
大
学
の
田
代
慶
一
郎
氏
が
「
謡
曲
に
詩
を
認
め
た
人
々
」
と
題
し
た
基
調
講

演
を
行
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
諸
相
」
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
能
が
分
析

さ
れ
た
り
、
意
見
の
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
広
島
大
学

の
青
木
孝
夫
氏
、
広
島
女
子
大
学
の
樹
下
文
隆
氏
、
福
岡
女
学
院
大
学
の
田
代
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慶
一
郎
氏
、
司
会
は
広
島
大
学
の
水
島
裕
雅
氏
が
務
め
た
。

同
時
に
同
美
術
館
地
下
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
能
の
資
料
の
展
示
と

能
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
創
作
展
示
「
能
狂
官
言
学
」
、
榊
記
菊
栄
氏
に
よ
る
寧
の

演
奏
も
行
わ
れ
た
。

大
会
初
日
の
締
め
く
く
り
は
、
会
場
の
近
く
の
中
国
料
理
屈
「
龍
皇
」
を
借

り
切
っ
て
懇
親
会
。
賑
や
か
な
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

二
日
目
は
エ
ク
ス
カ

l
シ
ヨ
ン
で
始
ま
っ
た
。
県
立
美
術
館
に
隣
接
す
る
「
縮

景
園
」
内
を
ゆ
っ
く
り
散
策
し
た
。

午
後
か
ら
は
絵
画
、
映
像
、
仏
教
美
術
な
ど
芸
術
の
諸
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る



発
表
が
行
わ
れ
た
。
最
初
は
、
同
志
社
大
学
大
学
院
の
奥
村
一
郎
氏
が
研
究
発

表
②
「
新
即
物
主
義
と
オ
ッ
ト

l
・
デ
イ
ツ
ク
ス
|
|
新
し
い
写
実
主
義

|
|
」
、
続
い
て
大
阪
大
学
大
学
院
の
前
田
茂
氏
が
研
究
発
表
③
「
二
つ
の
イ

マ
ー
ジ
ュ
ー
ー
ド
ウ
ル

l
ズ
『
シ
ネ
マ
』
に
み
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
展
開

|
|
」
を
、
最
後
に
徳
島
文
理
大
学
の
浜
田
宣
氏
が
研
究
発
表
④
「
福
山
市
・
高

松
寺
の
文
化
遺
産
|
|
所
蔵
品
悉
皆
記
録
の
必
要
性
|
|
」
を
行
い
、
大
会
は

終
了
し
た
。
一
般
参
加
も
多
か
っ
た
の
で
、
参
加
者
数
は
不
明
。

V
平
成
九
年
九
月
十
五
日
(
月
)

会
報
第
四
十
四
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
四
十
回
例
会
報
告
「
住
建
美
術

館
見
学
」
(
報
告
者
・
田
中
瑞
香
)
と
第
十
一
回
大
会
発
表
要
旨
(
報
告
者
・
研

究
発
表
①
/
田
中
瑞
香
、
基
調
講
演
/
中
尾
和
恵
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
/
家
ノ
上

さ
く
ら
、
研
究
発
表
②
/
清
永
修
全
、
研
究
発
表
③
/
大
石
和
久
、
研
究
発
表

④
/
河
野
奈
々
)

の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
中
畝
み
の
り
氏

に
よ
る
「
あ
る
恋
の
物
語
」
な
ど
。

V
平
成
九
年
十
月
四
日
(
土
)

第
四
十
一
回
例
会
は
「
中
国
」
を
テ
l
マ
に
広
島
大
学
法
学
部
・
経
済
学
部

東
千
田
校
舎
で
開
催
し
た
。
最
初
の
発
表
者
は
比
治
山
大
学
の
寺
本
泰
輔
氏
で
、

「
日
中
文
化
交
流
学
会
」
を
結
成
す
る
に
至
っ
た
経
緯
や
、
毎
年
続
け
て
い
る
中

国
へ
の
旅
の
話
を
し
た
。

続
い
て
、
来
日
中
で
あ
っ
た
中
国
・
山
東
大
学
美
学
研
究
所
所
長
の
周
来
祥

氏
が
「
現
代
中
国
に
お
け
る
中
国
・
西
洋
比
較
美
学
の
あ
り
方
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
講
演
を
行
っ
た
。
通
訳
は
広
島
大
学
大
学
院
生
で
、
当
学
会
の
会
員
で

も
あ
る
林
子
誼
氏
が
務
め
た
。
参
加
者
は
四
十
八
名
。

V
平
成
九
年
十
一
月
二
十
二
日
(
土
)

会
報
第
四
十
五
号
を
発
行
。
記
事
は
第
四
十
一
回
例
会
の
発
表
要
旨
(
報
告

者
・

「
『
中
国
を
学
ぶ
会
」
を
結
成
」
/
亀
井
克
朗
、
「
現
代
中
国
に
お
け
る
中

国
・
西
洋
比
較
美
学
の
あ
り
方
」
/
田
中
瑞
香
)

の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
比
治
山

大
学
の
寺
本
泰
輔
氏
の
「
「
泰
」
は
『
体
』
を
表
す
」
、
イ
ヴ
エ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト

に
は
広
島
大
学
の
安
西
信
一
に
よ
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
ひ
ろ
し
ま
肝
」
を

掲
載
し
た
。
ま
た
、
企
画
委
員
会
の
入
野
忠
芳
氏
が
、
第
二
回
芸
術
作
品
展
を
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実
施
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
紙
上
で
発
表
し
た
。
会
期
/
一
九
九
八
年
九
月

一
日

1
六
日
、
会
場
/
広
島
県
立
美
術
館
・
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
テ
ー
マ
/
極

小
と
極
大
。

V
平
成
九
年
十
二
月
十
三
日
(
土
)

第
四
十
二
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。

一
人
目
の
発
表
者
は

染
色
家
の
杉
谷
冨
代
氏
。

一
九
九
六
年
春
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
年
」

に
正
式
参
加
し
、
個
展
を
聞
い
た
時
の
こ
と
や
、
自
然
と
の
対
話
を
愉
し
み
な

が
ら
も
く
も
く
と
続
け
て
い
る
「
植
物
染
」

へ
の
思
い
を
話
し
た
。



二
つ
目
の
発
表
は
中
畝
み
の
り
氏
に
よ
る
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
論
」
。
回
目
頭
で

友
人
の
詩
人
・
井
野
口
慧
子
氏
が
中
畝
氏
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
〈
魂
柱
〉
を

朗
読
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
G
線
上
の
ア
リ
ア
」
を
演
奏
し
た
。
そ
の
後
は
、

豊
富
な
演
奏
経
験
に
基
づ
い
た
演
奏
論
や
弦
楽
器
の
魅
力
な
ど
を
語
っ
た
。
参

加
者
は
百
名
余
り
。

V
平
成
十
年
二
月
一
日
(
日
)

会
報
第
四
十
六
号
を
発
行
。
記
事
は
第
四
十
二
回
例
会
の
発
表
要
旨
(
報
告

者
・
「
生
き
た
歴
史
の
街
」
/
清
永
修
全
、
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
論
」
/
赤
坂
梢
)
、

巻
頭
言
は
広
島
大
学
の
安
西
信
一
氏
の
「
ゴ
ミ
の
美
学
」
を
掲
載
し
た
。
前
号

に
引
き
続
き
、
入
野
忠
芳
氏
が
第
二
回
芸
術
作
品
展
の
テ
l
マ
「
極
小
と
極
大
」

に
つ
い
て
説
明
を
載
せ
た
。

V
平
成
十
年
ニ
月
二
十
二
日
(
日
)

第
四
十
三
回
例
会
を
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
開
催
。
比
較
的
最
近
来
広
し

た
二
人
の
美
術
史
家
に
、
「
東
西
芸
術
に
お
け
る
他
界
・
異
界
」
と
い
う
テ
1
マ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
立
場
か
ら
発
表
し
て
も
ら
っ
た
。

最
初
は
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
の
官
村
亨
氏
。
「
日
本
仏
画
に
現
れ
た
地

獄
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
日
本
人
が
「
あ
の
世
」
の
一
つ
と
考
え
る
地
獄
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
、
造
形
化
し
て
き
た
の
か
を
、
古
代
、
中
世
の
仏
画
を
通
し

て
話
し
た
。

続
い
て
、
同
大
学
総
合
科
学
部
の
長
田
年
弘
氏
が
、
「
紳
を
絶
た
れ
る
こ
と

|
|
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
墓
碑
」
と
題
し
て
、
紀
元
前
五

1
四
世
紀
に
ア
テ
ネ
で
制

作
さ
れ
た
墓
碑
芸
術
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
家
族
墓
碑
が

何
を
語
っ
て
い
る
か
を
解
説
し
た
。
参
加
者
は
四
十
五
名
。

V
平
成
十
年
四
月
二
十
五
日
(
土
)

会
報
第
四
十
七
号
を
発
行
。
記
事
は
第
四
十
三
回
例
会
の
発
表
要
旨
(
報
告

者
・

「
日
本
仏
画
に
現
れ
た
地
獄
」
/
大
山
範
子
、
「
紳
を
絶
た
れ
る
こ
と
|
|
|

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
墓
碑
」
/
清
永
修
全
)
、
広
島
大
学
の
青
木
孝
夫
氏
に
よ
る
巻

頭
言
を
掲
載
し
た
。
ま
た
第
十
二
回
大
会
の
日
程
(
七
月
三
十
一
日
、

八
月
一

日
、
二
日
)
を
会
員
に
早
め
に
知
ら
せ
る
こ
と
も
兼
ね
て
、
大
会
準
備
の
経
過
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を
報
告
し
た
。

な
お
、
会
員
に
会
報
を
送
付
す
る
便
に
、
広
島
芸
術
学
会
第
十
二
回
大
会
の

研
究
発
表
募
集
の
知
ら
せ
と
芸
術
展
の
出
品
案
内
・
募
集
も
同
封
し
た
。

V
平
成
十
年
五
月
二
十
三
日
(
土
)

第
四
十
四
回
例
会
を
開
催
。
久
々
の
野
外
例
会
で
、
広
島
県
安
芸
郡
下
蒲
苅

町
に
あ
る
「
蘭
島
閣
美
術
館
・
松
涛
園
」
の
見
学
に
出
掛
け
た
。
案
内
役
は
、

比
治
山
大
学
の
寺
本
泰
輔
氏
。
蘭
島
閣
美
術
館
に
は
、
日
本
近
代
・
現
代
絵
画

を
中
心
に
、
約
三
千
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
同
町
ゆ
か
り
の
寺
内

高
治
郎
や
南
薫
造
ら
の
作
品
が
充
実
し
て
い
た
。



松
涛
園
に
は
朝
鮮
通
信
使
資
料
館
・
陶
磁
器
館
・
あ
か
り
館
・
蒲
苅
島
御
番

所
の
四
館
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
応
え
が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
二
十
三
名
。

V
平
成
+
年
六
月
=
一
十
日
(
火
)

会
報
第
四
十
八
号
を
発
行
。
第
四
十
四
回
例
会
で
出
掛
け
た
下
蒲
苅
町
の
「
蘭

島
閣
美
術
館
・
松
涛
園
」
見
学
記
(
報
告
者
・
石
原
名
穂
子
)
、
巻
頭
言
に
は

高
石
勝
氏
の
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
を
掲
載
。
ま
た
間
近
に
迫
っ
た
第
十
二
回
総

会
・
大
会
の
日
程
や
研
究
発
表
の
要
旨
な
ど
も
載
せ
た
。

《
平
成
十
年
六
月
末
現
在
、
法
人
会
員
十
一
法
人
、
個
人
会
員
二
百
二
十
名

(
特
別
会
員
六
名
、
一
般
会
員
百
八
十
九
名
、
学
生
会
員
二
十
五
名
)
》
。

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)
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(
こ
め
か
ど

き
み
こ




